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第３節 地域懇談会に見る市の現状 

第５期朝霞市地域福祉計画及び第５期朝霞市地域福祉活動計画の策定にあたり、市

民の方が普段の地域生活の中で感じていることや、地域で課題と感じていることを伺

い、それらに対して自助、互助の観点で意見を出し合うことで、計画における取り組

みの参考とすることを目的として実施しました。 

 

■実施日時・場所・参加人数 

日時 場所 参加人数 

令和６年 11 月 26 日（火）14：00～16：00 根岸台市民センター 17 人 

令和６年 11 月 27 日（水）14：00～16：00 膝折市民センター 15 人 

令和６年 11 月 28 日（木）14：00～16：00 宮戸市民センター 18 人 

令和６年 12 月５日（木）14：00～16：00 産業文化センター 20 人 

令和６年 12 月６日（金）18：30～20：30 コミュニティセンター（中央公民館内） 22 人 

令和６年 12 月 7 日（土）10：00～12：00 総合福祉センター（はあとぴあ） 14 人 
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グループワーク① テーマ「5 年後の朝霞市 ～こうなったらいいな～ 」 

５年後の朝霞市が「こうなったらいいな」というイメージを付箋に書いたのち、

内容をグループ内で共有しました。 

グループワーク② テーマ「2024 年の朝霞市 ～今の朝霞市はこんなまち～」 

グループワーク①で出た意見の「現在の状況」をグループ内で共有し、将来の姿

と現在の状況に違いがあれば、どのような違いがあるかを深掘りしました。 

グループワーク③ テーマ「『こうなったらいいな』を目指して ～何ができるだろう？～」 

グループワーク①で話した地域にしていくために、どのようなことができるかを

付箋に書き出し、内容をグループ内で共有しました。さらに、書いた内容を「自

分を含めた近隣住民ができること」・「組織的に取り組むこと」に分類しました。 

 

 

 

 

 

■実施結果 

テーマ別の主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

近所付き合い・見守り・交流の場 テーマ 

こうなったらいいな 

・災害時助けてくれる人がいる 

・困ったとき気軽に頼れる人がいる 

・ボールで遊べる公園が増加 

・サロンに多くの男性が参加している 

何ができるだろう？ 

・自分から近所の人とあいさつをする 

・近所でお互いに協力し合う（見守り・ゴミ出し） 

・助けが必要な人がいたら、支援先につなげる 

・徒歩圏内、ご近所で集まれる場所をつくる 

今の朝霞市はこんなまち 

・交流の場の情報が少ない 

・こどもの遊び場が少ない 

・男性が一人で参加できるイベントや場が少ない 
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交通移動 テーマ 

こうなったらいいな 

・気軽に利用できる交通手段が増える 

・歩きやすく安全な歩道が増える 

・出かけた際にちょっと休憩できる場所が市内に増える 

何ができるだろう？ 

・交通ルールを守る 

・車の乗り合わせなど、近所で声掛けをする 

・自分で歩けるように、健康事業に参加する 

・地域の企業や事業所に働きかけ協力してもらう 
今の朝霞市はこんなまち 

・交通マナーを守る人多い 

・バス、タクシーが来ない 

・坂道や段差、狭い道が多い 

・移動支援の人手不足 

子育て・こども・若者支援 テーマ 

こうなったらいいな 

・子育て支援団体と自治体の連携が充実している 

・子育てしやすい街 No.1  

・こどもが外で安全に遊べる場所が増える 

何ができるだろう？ 

・子育て中の世帯に対して、手助けをする 

・子育てに悩む人に声を掛ける 

・こどもの体験をサポート 

・自分が経験した知識をこどもに伝える 

今の朝霞市はこんなまち 

・子育て支援団体が多いが、自治体とつながりが少ない 

・ベビーカーが通りにくい 

・下校時に家の外に出て、見守ってくれている人がいる 
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障害児・者支援 テーマ 

こうなったらいいな 

・障害を持つ子の親が気分転換できる支援が充実する 

・様 な々障害への理解が進む 

・障害を持つ親が気軽に相談できる場所がある 

何ができるだろう？ 

・手話の勉強をする 

・イベント等に参加し、障害のある方との交流の機会をつくる 

今の朝霞市はこんなまち 

・近所の付き合いが少なく、個人情報の扱いも厳しくなったので、 

近所に住んでいる人の情報が分からない 

高齢者・健康 テーマ 

こうなったらいいな 

・健康まちづくりに取り組む 

・高齢者が社会参加できる 

・ワンストップサービスの総合相談窓口が増える 

・高齢者の移動手段が増える 

何ができるだろう？ 

・近所に友人を作り、一緒に外出する機会を増やす 

・活動する場所を徐 に々増やしていく 

・サロンの参加者を増やすため、活動について発信 

し、つながり作りを行う 

今の朝霞市はこんなまち 

・介護、介護予防に対する意識は高いが、行動に至らない 

・サロンやクラブ、サークル活動はあるが、新規参加しにくい 

・支援につながるまでのハードルが高い 
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防犯・防災 テーマ 

こうなったらいいな 

・災害に強い街になる 

・照明を増やして、夜間でも安心できる街になる 

・近隣住民同士に挨拶が増えることで不審者が減る 

何ができるだろう？ 

・地域で防犯意識を高める 

・災害時に集合できる場所を確保しておく 

・こどもや若い世代にも防災活動（火の用 

心の見回り活動）に参加してもらう 
今の朝霞市はこんなまち 

・空き家が増えている 

・詐欺の電話が多い 

・街灯が少なく暗い場所がある 

情報 テーマ 

こうなったらいいな 

・必要な情報が簡単に取得できるようになる 

・町内会へ加入することのメリットが発信できる 

・スマホの使い方を学べる機会や場所が増える 

何ができるだろう？ 

・デジタルツールと紙媒体の両方を使った周知を行う 

・スマホ、IT 教室を開催する 

・情報を得るために、地域の場に参加する 

・加入している町内会の良さを PR する 

今の朝霞市はこんなまち 

・情報がデジタル化され、情報収集が難しい 

・町内会に入りたいと思える情報を発信できていない 
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地域活動 テーマ 

こうなったらいいな 

・市民活動やボランティアに気軽に参加する人が増える 

・地域に地区社協が設置される 

・教育、学校と地域連携した活動が増える 

何ができるだろう？ 

・福祉についての理解を深め、自分にできることを知る 

・自分の住んでいる地域に興味を持ち、得た情報を他の人に発信していく 

・福祉活動の団体が集まれる拠点をつくる 

今の朝霞市はこんなまち 

街づくり テーマ 

こうなったらいいな 

・住民主体の見守りと、制度に基づく見守り体制の両方が充実する 

・年齢や性別、国籍に関係なく生き生きと過ごせる街 

・支援が必要な人が気軽に周りに頼れる街 

何ができるだろう？ 

・落ち葉掃きや雪かき等、自分が協力できることを地域で行う 

・外国の方を助ける場所づくりを行う 

・地域懇談会のような、話す場を増やしていく  

今の朝霞市はこんなまち 

・子育てもしやすく、老後でも暮らしやすい街 

・自然が多く、都心への交通の利便性もあるため、引っ越してくる人も多い 

・高齢者、障害者等の移動手段が少ない 

・多くの活動団体があるが、団体の情報が行き届いていない 

・こども、高齢者、障害者など、対象別の集まりがある 
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■地域懇談会後アンケート集計結果 

普段地域で取り組んでいること 

普段地域で取り組んでいることについて、「ボランティア」が 47.9％で最も高く、

次いで「あいさつ、声かけ」が 46.9％、「町内の行事に参加」が 42.7％となっていま

す。 

 
やってみたいと思う活動や地域に必要だと思うこと 

やってみたいと思う活動や地域に必要だと思うことについて、「気軽に集まれる場

所づくり（サロンなど）」が 63.5％で最も高く、次いで「世代間交流事業」が 51.0％、

「安否確認としての声かけ・見守り」・「災害時の手助け」が 36.5％となっています。 

 

■感想 

① 皆様いろんな立場からの意見を交換する場があって、とても良いと思いました。参加してよかったです。 

② ただ福祉のまちづくりの話を受け身で聞くのではなく、自分のこととして地域の将来について考えて話し合

うというワークショップの形がとても良かったです。こういう場に多くの人が参加してくれるようになればと思

います。 

③ こういう形で話し合いを重ねる事が大事な行動の第一歩だと思います。 

④ 情報を必要な人々に届けることは、難しいなと思いました。いろいろな活動をしている人がいて、良い活動

もあるのに、知ってもらうにはどうすればいいのかなと悩みました。 

⑤ “地域づくり”は“人づくり”だと思うので、１人１人の意識が変わっていけるよう、働きかけができると良いと

思いました。 

4 7 . 9  

4 6 . 9  

4 2 . 7  

2 7 .1  

1 6 . 7  

1 2 . 5  

1 0 . 4  

2 . 1  

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 %

ボランティア

あいさつ、声かけ

町内の行事に参加

高齢者の見守り

子どもの見守り

その他

特になし

無回答

n= 9 6

6 3 . 5  

5 1 . 0  

3 6 . 5  

3 6 . 5  

3 4 . 4  

5 .2  

8 . 3  

0 % 2 0% 4 0 % 6 0 % 8 0 %

気軽に集まれる場所づくり（サロンなど）

世代間交流事業

安否確認としての声かけ・見守り

災害時の手助け

ボランティア

その他

無回答

n= 96
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■地域懇談会からみる主な課題と解決に向けてできること（キーワード） 

テーマ 課題 課題解決に向けてできること 

近所付き 合

い・見守り・

交流の場 

〇挨拶しない・顔が分からない住民がいる 

〇地域交流の場が少ない 

〇若い世代・転入者が交流に参加しない 

〇町内会の加入者減少・役員不足 

〇住人同士の関わりが減少 

〇自分から挨拶・地域あいさつ運動 

〇交流の場の企画・参加促進 

〇若い世代・外国籍住民を交流の場に誘う 

〇SNS や LI NE で情報共有 

〇管理組合等も巻き込んだ交流の場づくり 

交通移動 

〇市内バスの夜間運行が少ない 

〇バスルート・本数が不便 

〇坂道や段差・狭い道が多い 

〇乗合タクシーの活用 

〇近所同士で車の乗り合わせ 

〇徒歩圏内・ご近所で集まれる場をつくる 

子育て・こど

も・若者支援 

〇保育園不足・０歳児の受入れが少ない 

〇子育て支援団体と自治体の連携不足 

〇子育て世代の交流機会不足 

〇こどもの体験機会の不足 

〇子育て世帯の生活支援が不十分 

〇保護者の交流や情報共有の場を増やす 

〇行政が広報・連携支援 

〇子育て世代が参加できるイベントの企画 

〇木登り・火起こし等こどもの体験サポート 

〇送迎・買い物代行などの生活支援 

障害児・者支

援 

〇移動支援や事業所の人手不足 

〇交流機会の不足 

〇障害のある方も参加できる場を増やす 

〇障害理解のイベントへの参加 

〇手話を学ぶ 

高齢者・健康 

〇高齢者の居場所の不足 

〇活動の後継者不足 

〇健康維持が難しい 

〇地域活動に新規に参加がしづらい 

〇カフェやサロンなど参加しやすい場づくり 

〇元気な高齢者が活動の中心となる 

〇日課の散歩・健康事業への参加 

〇参加を促す情報の発信 

防犯・防災 
〇防災意識の不足 

〇こども・若者の防災活動参加が少ない 

〇防災講座の開催・備蓄品の見える化 

〇こども・若者も見回り活動に参加 

情報 

〇デジタル化で情報入手が困難 

〇町内会活動の魅力が伝わらない 

〇交流の場の情報不足 

〇デジタルと紙媒体で情報発信 

〇町内会の良さや活動を PR 

〇行政や社協も協力して周知 

地域活動 

〇行事の減少・参加率の低下 

〇後継者の不足 

〇空き家の増加 

〇地域清掃や簡単な活動から参加促進 

〇活動団体の後継者を育成 

〇空き家活用による交流・活動拠点化 

街づくり 
〇交流の場の不足 

〇住民同士がつながりにくい 

〇徒歩圏内・ご近所で集まれる場をつくる 

〇想いを持った人同士が結びつく場をつくる 

※朝霞市・朝霞市社会福祉協議会（令和７年２月）「朝霞の「ふくし」考えてみませんか 2024 実施結果

報告書」を基に整理 
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第４節 グループヒアリングから見る市の現状 

本計画の策定にあたって、市内で福祉に関する活動を行う団体の『地域福祉』に

対するご意見を各々の計画に反映させるため、実施しました。 

 

■実施概要 

実施日 令和７年１月 29 日（水） 

実施場所 朝霞市総合福祉センター（第１会議室） 

対象団体 
第５期朝霞市地域福祉計画・第５期朝霞市地域福祉活動計画策定に係

るアンケート調査で参加の承諾をいただいた 14 団体 

対象分野 こども、高齢者、障害者、地域活動の４分野 

 

■ヒアリング結果からみる主な課題・方向性 

居場所・活動場所について 

・団体活動を進める上で、事前の予約や費用の問題なく、柔軟に使える場の提供が望

まれる。 

・既存の施設等も活用しながら、ふらっと立ち寄れる身近な居場所を重層的に展開す

ることが望まれる。 

 

情報提供・相談体制の充実について 

・市や社協だけでなく、民間や企業等とも連携し、いつでも相談しやすい環境づくり

が望まれる。 

・相談に対応する人材の、対応力の向上が望まれる。 

・市からの情報提供に SNS の活用が望まれる。 

・支援を受けられずに困っている人を見つけるための仕組みづくりが望まれる。 

・福祉サービスや相談機関、支援団体など、普段から広報などで繰り返し伝えていく

ことが望まれる。 

・地区社協の創設が望まれる。 

 

交流の機会づくりについて 

・普段地域と関わる機会の少ない人に向けて、意図的に交流の仕組みを作ることが望

まれる。 

・ここに行けば、同じ境遇の人たちと出会える、という常設の場づくりが望まれる。 

・民間と連携し、障害者理解の普及や交流を図っていくことが望まれる。 
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ひきこもり・不登校への支援について 

・気になる家庭を、様々な立場の人の目で複眼的に見守り、サポートするネットワー

クづくりが望まれる。 

 

個人情報の共有について 

・情報の扱い方など、支援をする立場の人に対する研修が望まれる。 

・朝霞市避難行動要支援者台帳の更新・共有と、実際の災害を想定した訓練の実施が

望まれる。 

 

活動の活性化について 

・民生委員活動を、わかりやすく知ってもらう機会や、やりがいを伝える機会づくり

が望まれる。 

・夏休み体験ボランティアや学校支援ボランティア等を通じた、若い世代とのつなが

りづくりが望まれる。 

・先駆的、効果的な活動の情報などを、横断的に広げていく仕組みづくりが望まれる。 

・誰もが活動の場に参加できるよう、道路環境・移動手段の充実が望まれる。 

 

朝霞市らしい地域福祉の展開について 

・市内に立地する大学キャンパスの学生・教員・施設等と連携した地域福祉活動の展

開が望まれる。 

・市の将来の人口動態等をふまえた活動の展開や施設等の整備を進めることが望まれ

る。 

・共助で支えていたものを公助につなげる際の判断基準や、つなげる仕組みづくりが

望まれる。 
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第５節 課題のまとめ 

●支援につながりにくい人への包括的な支援体制の構築 

地域社会のつながりが希薄化し、孤立しやすく、また多様な生きづらさを抱える

人々が顕在化している現代においては、誰もが安心して暮らし続けられる地域づくり

が一層求められています。そのためには、これまで相談や支援につながりにくかった

人々に着目した、プッシュ型・アウトリーチ型（＊）の相談体制の構築や、地域での

様々な活動や仕組みを活かした重層的支援体制整備を通じて、包括的・継続的な支援

体制の構築を実現する必要があります。 

 

 

 

●地域ぐるみの支え合いと居場所づくりの促進 

日常生活上の支援や孤独・孤立防止、社会参加、生きがいづくりに向けて、地域ぐ

るみの取組が求められています。日ごろから隣近所での顔の見える付き合いの広がり

や、多様な交流の機会や場づくり、安心して過ごせる居場所の確保等が重要です。あ

わせて、福祉教育の推進や地域福祉への理解促進などを通じて、誰もが地域の「支え

手」となるための意識醸成も重要です。 

 

 

●多様なニーズに対応した柔軟で分野横断的な支援 

様々な悩みや不安の解消に向けて、適切な情報提供をはじめ、成年後見制度の利用

促進、住宅確保要配慮者への支援など、個別ニーズに応じた柔軟な支援が求められて

います。また、再犯防止に向けた取組など、複合的な課題をかかえる人や家庭への支

援においては、分野横断的な連携による支援が不可欠です。支援団体間のネットワー

ク強化や、地域の多様な主体による、継続的な支援が求められます。 

 

 

●市民活動・ボランティアなど、社会参加の促進 

市民の地域活動参加を促すためには、気軽に参加できるボランティアや地域活動な

どのきっかけづくり、多様な情報ツールによる発信や地域活動・地域団体の活動の活

性化に向けた支援が重要です。また、誰もが気軽に外出し、様々な活動に参加できる

よう、道路・施設のバリアフリー化や、公共交通の維持・充実も求められています。   

（＊）プッシュ型・アウトリーチ型：支援が必要な方へ、能動的に働きかけて情報やサービスを届けること 
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●防災・防犯の地域づくりの強化 

近年の災害の激甚化や防犯上の不安の高まりを受け、地域住民が主体的に関わる防

災・防犯の取り組みの重要性が増しています。実践的な防災訓練の実施や顔の見える

関係づくりを通じて、平時からの備えと連携体制づくりが重要です。また、支援を要

する人への情報共有や、多様な主体との協働を推進するとともに、地域全体で支え合

う仕組みづくりが求められています。 

 

これらの課題を総合的に捉え、地域全体で連携・協働しながら、多様な主体の参加

と支援によって「誰一人取り残さない地域福祉」の実現を目指すことが求められてい

ます。 

  


